















 年次の導入演習（登録必修 2 単位）・基礎演習（登録必修 2 単位）、
2 年次の総合演習（登録必修 4 単位）、
3 年次の専門演習Ⅰ（必修 4 単位）、
4 年次の専門演習Ⅱ（必修 4 単位）以上のフルゼミ制（6 単位）に加え更に、
 年次後期と 2 年次前期で短期プロジェクト演習（選択 4 単位）、
2 年次後期プロジェクト演習Ⅰ（登録必修 2 単位）、
3 年次プロジェクト演習Ⅱ（登録必修 4 単位）、
4 年次プロジェクト演習Ⅲ（登録必修 4 単位）、
　を専門教育科目の中に「プロジェクト演習」（4 単位）という名称で位置づけた。
　卒業条件 24 単位は、共通教育科目 44 単位、専門教育科目 80 単位、その専門教育科目中に演習科目を 30 単位










　文部省の大学設置基準の大綱化 9）99 年（平成３年）を受け、993 年（平成 5 年）、奈良産業大学における大
幅な教育課程改善の取り組みが、経済学部（経済学科・経営学科）、法学部（法律学科）で全面改訂として実施さ
れた。
　大綱化以前は、956 年（昭和 3 年）の文部省の制令である「大学設置基準」8）に基づいていた。ここでは、「大
学を卒業するためには、『人文・社会・自然の 3 分野にわたる一般教育科目 36 単位、外国語科目 8 単位、保健体育





　この改革の趣旨を受け当時の経済学部において、前年度まで  年次に必修科目としていた教養演習を 993 年（平
成 5 年）基礎演習に改名し初年次教育の柱とし位置づけた。2 年次に必修登録科目の総合演習、専門演習Ⅰ（３年）、
専門演習Ⅱ（4 年）と合わせて 4 年間のフルゼミ制度を完成させた。一般教育科目（全学共通教養教育科目）につ




　999 年（平成  年）経済学部の経営学科が新経営学部として独立、改組転換した。演習科目重視、演習科目設
置時の趣旨などフルゼミ制・アドバイザー制度は新経営学部に引き継がれた。








　2007 年（平成 9 年）に経済学部・経営学部・法学部を改組転換し新しくビジネス学部をスタートさせた。ビジ
ネス学部では、初年次教育を重視し、学生一人ひとりの学びの進捗状況を担当教員が把握し指導する体制をさらに












となった。本学のビジネス学部のスタート時 2007 年（平成 9 年）のカリキュラムには、先進的で優れた取り組み
があったが、いくつかの問題点がありその都度、学生に不利にならないように可能な限り教務委員会、教授会で修
正、改善を行ってきた。

























　奈良産業大学は、200 年（平成 22 年）３月末までの自己点検・自己評価書をまとめ、５月連休明けに財団法人、












　99 年（平成 3 年）2 月 8 日に大学審議会の最終答申が出された。（前述）








　本学においても開学年度から、 年次（講義・実技Ⅰ）、2 年次（実技Ⅱ・Ⅲ）必修であった。しかし、993 年（平




　学部の専門科目の一部を担当するようになったのは、2006 年（平成 8 年）経営学部の特殊講義からであった。「ス
ポーツ経営学特講」、「スポーツ行政学特講」（田崎が担当）を設置した。ビジネス学部でも専門科目の一部として
2007 年（平成 9 年） 年次後期から２年次前期「プレプロジェクト演習」が健康・スポーツ関連科目で 2 講座（田









































































（１）「スポーツ指導者養成プロジェクト」演習Ⅰ（2 年生）2008 年のシラバス 4）から
　＜授業の概要＞　スポーツ指導（サッカー）を行うために必要な技能や知識、そして指導方法を学習する。幼稚
園への巡回指導アシスタントや近隣の小学校に対するスポーツ教室（サッカー）など、スポーツ指導を通じてコミュ
ニケーション能力や責任感を養う。授業の中で、「JFA キッズリーダー」「JFA 公認 C 級ライセンス」の取得を目指す。
　＜学習の到達目標＞　指導すべき内容についての専門的な知識や技能の取得。また、指導すべ内容を的確に効率























　・指導ガイドライン（U- ６、U- ８、U-0、JFA 編）
　・U-2 指導指針（JFA 編）
　・公認 C 級コーチ養成講習会　新教材 DVD、（JFA 編）






毎年、後期  月中頃の金曜日に 2 回本学に来校していただき実施している。
2009 年（平成 2 年）度は、9 人の演習Ⅰ受講者中の 4 人が合格認定された。
200 年（平成 22 年）度は、23 人の演習Ⅰ受講者中の 5 人が合格認定された











































　20 年度は５月 2 日から 2 月 5 日までに 58 回行われた巡回指導のサブアシスタントとして参加して、奈良県
内の幼稚園・保育園に 25 人以上の受講生が公認キッズリーダー有資格者の一人として、サブアシスタントを体験
した。（幼稚園名・個人名省略）
　202 年度は 4 月 25 日から 8 月末までに、30 回行われた巡回指導のサブアシスタントとして参加して、奈良県内
の幼稚園・保育園に少なくとも 5 人以上公認キッズリーダー有資格者としてサブアシスタントを体験している。（幼
稚園名・個人名省略）
　② JFA 公認 C 級コーチ養成講習会について





　渡部駿、田村雅大、藤本拓麻、木村伸宏、阪本悠輔、橋田和馬（サッカー部員）の 6 人が公認 C 級コーチ資格
に合格し資格を取得した。講義実技の講師は、西田裕之が担当し、認定有資格者として採点、合否の認定判断を行
った。合格者は、（公財）日本サッカー協会公認指導者登録を行った。


















9 回～ 23 回　高校生の指導　専門種目の学外指導実践
24 回　スポーツ教室開催
25 回　スポーツ教室の総括










　以上のように 2008 年から 202 年の履修の手引き 4）に掲載している。
この演習Ⅱ・Ⅲの教育実践から学外の関連団体・資格取得の内容を示す。
　①「救急救命士」講習会の実施について
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